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１．研究の背景と目的 

都市における緑地は，生物多様性の保全や都市住民の健全な生

活に必要不可欠な様々な生態系機能を提供するものである。とく

に，人工的な土地利用が卓越する都市では自然環境の生態的な質

を高めるエコロジカルネットワーク 17)のコアやコリドーとして

の機能は重要となる。さらには，子どもの生きもの遊びの対象や，

近隣住民が季節変化を感じることができるという側面からも，多

様な生物が生息する緑地の保全，創出は意義があるものと考えら

れる。したがって，都市における緑地を対象として，身近な生き

物をはじめとする様々な生物について，その生態や生息環境に関

する基礎的な知見の蓄積は重要である。 

本研究では，セミ類（セミ科：林・税所（2011）6)に基づく。）

に着目した。都市化が進むとセミ類の種類構成が単純化すると指

摘される 4)ことから，セミ類を指標生物として緑地の自然度を簡

易に測ることができると指摘される 3)。またセミ類の抜け殻は同

定が容易であることから，環境の状態を一般の市民でも簡易に知

ることができる生物としてとりあげられてきた 4)。したがって，

セミ類の生息環境に影響を与える環境要因を詳細に明らかにする

ことは，生物生息環境に配慮した緑地の保全や管理，また環境学

習や一般の市民による環境調査等に対しても有益な知見を提供す

ると考えられる。 

既往のセミ類の生態に関する研究としては，抜け殻の分布調査
4)，脱け殻と植生や土壌の関係 8)，セミ類の生理生態 10)，11)，都内

のセミ類の生息分布を検討した研究 15)，16)等が挙げられる。しか

しながら，セミ類の生息状況と土壌や植生などの各種の環境要因

の関係について，定量的な観点から検討を行ったものはほとんど

見当たらない。そこで本研究では，都市緑地におけるセミ類の生

息状況の把握と，生息に寄与する環境要因の検討を行うことを目

的とした。 

 

２．研究の対象地と研究の方法 

（１）研究の対象地 

研究の対象地は，東京都の千代田区，港区，新宿区，渋谷区に

分布する公園や社寺等の樹林地のうち，図－1に示す合計49の調

査地点である。対象地は，武蔵野台地の東端に位置する地域であ

り，東京の中心市街地に位置するものの，皇居，新宿御苑，代々

木公園などの数十 ha 以上の規模の緑地から，大学や企業などの

1haにも満たない規模の緑地が点在した地域となっており，さま

ざまな緑地におけるセミ類の生息分布を把握するのに適している

と考えられた。対象地の選定にあたっては，数十 ha 以上の大規

模な樹林地から，街路樹や街区公園などの1ha以下の規模の樹林

地までを網羅するように任意に設定した。また，大規模な樹林地

においては植生の違いなどの様々な環境が存在すると考えられた

ことから，樹林地内の複数個所に調査地点を配置した。 
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図－1 研究の対象地 

図中の数字は地点No.， 灰色部分は抽出した樹林地を表す 
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（２）調査の方法 

１）セミ類の生息状況調査 

セミ類の生息状況の把握には，抜け殻を用いた。生息状況を抜

け殻によって把握することの利点は，その場所でその種類が発生

していることの確実な証拠となること，個体数や密度について精

度の高い情報が得られること等が挙げられる 2)。抜け殻の調査の

方法は，対象とした樹林地内の任意の箇所に100㎡のコドラート

を設定し，樹木，地面等で確認された抜け殻を可能な限りすべて

回収し，計数する方法によった。コドラートは，原則10m×10m
の正方形としたが，樹林地の形状が細長い場合等は，適宜一辺の

大きさを調整し，合計として同面積を確保できるようにした。調

査の時期としては，セミ類を指標とした環境調査の場合は，発生

の最盛期から後期にかけて，2～3回の調査を実施すればほぼ概要

は把握できるとされている 2)。対象地の周辺では 6 種類のセミ類

が生息していることが報告されており 7)，これら 6 種類の成虫の

発生時期を考慮して，2011年の8月上旬，8月下旬，9月上旬の

計3回調査を実施した。また，セミ類の抜け殻の調査の際などに，

調査地点で成虫やその死体，または調査地点の周辺で鳴き声が確

認された種については，補足的に記録した。 

2）環境要因の調査 

樹林地の植生構造等，詳細なスケールでセミ類の生息を規定す

ると想定される環境要因について，現地調査により把握した。抜

け殻調査のコドラートと同一範囲で，土壌水分，土壌硬度，植生

構造，開空率，傾斜角度を9月下旬～10月上旬にかけて，前日に

降雨が無かった日を選び調査した。土壌水分は ADR 式土壌水分

計，土壌硬度は山中式土壌硬度計を用いてコドラートの四隅およ

び中央の5か所で計測した平均値を用いた。開空率はデジタルカ

メラ（Coolpix990,Nikon）と専用の魚眼レンズ（Fish-eye 
Converter FC-E8,Nikon）を用いてコドラートの中心（地上高

1.5m）で全天空写真を撮影した後，室内でLIA for Win3214)のソ

フトウェアを用いて算出した。植生構造は高木層（5m以上），中

木層(1.5m～5m)，低木層(1.5m以下)，草本層ごとに目視で植被

率および群落高を記録，またリター層の厚さおよび被覆率を記録

した。中木層以上の樹木については，樹高，胸高直径を記録した。

傾斜角度はクリノメーターを用いて記録した。これらの環境要因

の選定理由としては，既往研究で土壌水分と土壌硬度については

セミ類の生息との関連が示されていること 9)，傾斜角度，リター

はこれら土壌に関わる要因と関連があると想定したためである。

また植生，開空率については成虫の捕食圧との関係 12)や，産卵環

境において重要であると想定したためである。なお，樹種などの

植生の種類に対するセミ類の選好は既往の研究では明らかではな

いため，本研究では検討には含めなかった。 

樹林地のサイズ等の広域のスケールからセミ類の生息を規定す

ると想定される環境要因について，衛星画像の解析により把握し

た。2011 年 7 月 10 日に撮影された DigitalGlobe 社の

WorldView-2衛星画像（Band1，2，3，4のマルチスペクトルセ

ンサ：分解能 1.85m）から最尤法による教師つき分類を行って，

樹林地の樹冠の範囲の抽出を行った。抽出した樹冠を，コドラー

トの中心から50m，また100-1,000mの100m刻みで発生させたバ

ッファ内で面積割合を集計した。またコドラートが含まれる樹林

地の樹冠が連続する範囲の面積をパッチサイズとして把握，さら

に2006年3月4日の時点で撮影されたGoogle社のGoogleEarth
の衛星画像において対象とする樹林地のパッチが存在しない場合

は，樹林地の経過年数5年以内と判断した。衛星画像の解析や集

計にあたっては，QGIS1.8，GRASS GIS 6.4.2，ESRI 社の

ArcGIS10を用いた。これらの環境要因を選定した理由としては，

樹林地の分断化による影響が指摘される 12)ためである。また樹林

地の経過年数は，セミ類の幼虫は複数年地中で生息することから，

新たに造成された樹林地で抜け殻が確認されるまでには時間を要

すると考えられるためである。 

（３）分析の方法 

まず，全地点の出現したセミ類について，その種組成の傾向を

把握した。鳥類 5) 等では，樹林地の規模などの環境要因に応じて

入れ子状の種組成となることが報告されており，本研究において

表－1 各種の確認抜け殻数の季節推移 
種名 8月上旬 8月下旬 9月上旬 合計個数

ニイニイゼミ 339 230 17 586

クマゼミ 0 1 0 1

アブラゼミ 1,156 2,177 1,174 4,507

ヒグラシ 0 0 0 0

ミンミンゼミ 308 396 249 953

ツクツクボウシ 1 34 69 104

注）表中の数字は各種の抜け殻の合計個数を表す。

表－2 各地点の確認抜け殻数 
地点
No.

総個数 種数

1 125 * 1 * 271 * 1 * 0 0 398 4

5 113 * 14 * 1 * 1 * 0 0 129 4

12 33 * 25 * 12 * 12 * 0 0 82 4

13 217 * 5 * 5 * 2 * 0 0 229 4

14 165 * 69 * 9 * 4 * 0 0 247 4

16 4 * 9 * 1 * 3 * 0 0 17 4

17 307 * 4 * 25 * 2 * 0 0 338 4

21 120 * 69 * 9 31 * 0 0 229 4

23 152 * 17 * 1 22 * 0 0 192 4

25 204 * 55 * 3 * 1 * 0 0 263 4

31 41 * 199 * 3 * 5 * 0 0 * 248 4

33 98 * 25 * 1 * 7 * 0 0 131 4

38 20 * 1 * 28 * 5 * 0 0 54 4

2 23 * 2 * 38 * 0 * 0 0 63 3

3 53 * 0 * 31 * 0 * 1 0 85 3

6 111 * 9 * 34 * 0 * 0 * 0 154 3

8 175 * 6 * 3 * 0 0 0 184 3

9 687 * 136 * 13 * 0 * 0 0 836 3

11 31 * 60 * 2 * 0 * 0 0 93 3

15 51 * 65 * 6 * 0 * 0 0 122 3

20 428 * 41 * 0 2 * 0 0 471 3

22 8 * 1 * 2 * 0 * 0 0 11 3

27 29 * 6 * 0 1 * 0 0 36 3

30 24 * 58 * 2 0 * 0 * 0 84 3

34 69 * 11 * 3 * 0 * 0 0 * 83 3

35 106 * 5 * 5 * 0 0 * 0 116 3

37 47 * 0 * 6 * 1 * 0 0 54 3

42 15 * 5 * 0 * 1 * 0 * 0 21 3

44 23 * 0 * 41 * 2 * 0 * 0 * 66 3

4 381 * 0 * 27 * 0 * 0 0 408 2

19 47 * 1 * 0 * 0 * 0 0 * 48 2

24 13 * 6 * 0 0 * 0 0 * 19 2

32 20 * 2 * 0 * 0 * 0 0 22 2

36 9 * 1 * 0 0 * 0 0 * 10 2

40 5 * 5 * 0 * 0 * 0 0 10 2

43 404 * 37 * 0 0 0 0 441 2

45 20 * 2 * 0 * 0 * 0 * 0 * 22 2

46 45 * 0 * 4 * 0 * 0 * 0 49 2

47 9 * 0 * 0 * 1 * 0 0 10 2

49 30 * 1 * 0 0 * 0 0 31 2

7 17 * 0 * 0 0 0 0 17 1

10 10 * 0 * 0 * 0 * 0 0 10 1

18 1 * 0 * 0 * 0 * 0 0 1 1

26 14 * 0 * 0 0 * 0 0 14 1

28 1 * 0 * 0 0 * 0 0 1 1

39 1 * 0 * 0 * 0 * 0 0 1 1

48 1 * 0 * 0 * 0 0 * 0 1 1

29 0 * 0 * 0 0 * 0 0 0 0

41 0 * 0 * 0 * 0 * 0 0 0 0

地点数 47 34 28 19 1 0

注）*は鳴き声または目視による個体の確認があったことを示す。
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も種の出現傾向と入れ子分布の有無があるかを解析した。解析に

は，Nestedness Temperature Caluculater（NTC）1)を用いて，

種の出現の入れ子構造について検討した。NTC では種の出現の

入れ子の程度が温度により表され，0°は完全な入れ子構造を，温

度が 100°に近いほどランダムな種の出現を意味する。NTC を用

いて対象地の温度（システム温度）を求め，モンテカルロ法によ

りランダムな種の出現を500回シミュレートした結果の平均温度

と有意な差があるかどうかを t検定により検討した。 

次に，各地点での種の出現傾向と環境要因の関係を把握するた

め，セミ類の種毎に生息に影響を与える環境要因の傾向の把握を

行った。切片にランダム効果を加えたポアソン分布，リンク関数

は log による一般化線形混合モデル（GLMM：Generalized 
Linear Mixed Model）を用いて分析を行った。応答変数に3回の

調査を通じての確認が1個のみであったクマゼミを除く4種のセ

ミ類の抜け殻の各個数，従属変数に現地調査および衛星画像の解

析によって得た環境要因を定めた。従属変数のうち，衛星画像よ

り把握したバッファ内の樹冠面積の割合については，AIC(赤池情

報量基準：Akaike’s Information Criterion)が最小となるバッフ

ァの距離の面積割合を，各種の従属変数として用いることとした。

ランダム効果には，樹林地が属する公園・神社などの管理単位を

含めた。これは公園・神社ごとの管理履歴などの定量的に把握す

ることが困難な要因があることを想定したためである。なお，従

属変数間では強い相関（r>0.8）は認められなかったため，多重共

線性による影響は無いものと判断した。モデルの検討にあたって

は，AICをもとにして変数増減法によるステップワイズにより変

数の絞込みを行い，AICが最小となるモデルの組み合わせを採用

した。解析にあたっては統計ソフト R2.15.1 を用い，GLMM は

glmmMLのパッケージを用いた。 

 

３．結果 

（１）セミ類の確認種および抜け殻数 

合計49地点を調査した結果（表－1，表－2），抜け殻ではニイ

ニイゼミ，アブラゼミ，ミンミンゼミ，ツクツクボウシ，クマゼ

ミの合計5種類が確認された。また，鳴き声によりヒグラシが確

認されており，合計6種類のセミ類の生息が確認された。全地点

を合計して抜け殻が最も多かったのはアブラゼミ4,507個であり，

次いでミンミンゼミ953個，ニイニイゼミ586個，ツクツクボウ

シ104個，クマゼミ1個であった。3回の調査における種毎の抜

け殻数の推移を表1に示す。ニイニイゼミは8月上旬，アブラゼ

ミ，ミンミンゼミは8月下旬，またツクツクボウシは9月上旬の

調査で最も多くの個体を確認した。地点別では，確認数が最も多

かった地点は計836個であり，一方全く抜け殻が確認できなかっ

た地点も2地点あり，地点間での顕著な差が認められた。 

（２）セミ類の種の出現状況 

NTC を用いた分析の結果，入れ子の程度を示すシステム温度

は 3.2°となり，ランダムに種が出現した場合（平均 44.1°標準偏

差 6.09°）からは有意に低い状況（p<0.0001）であることから，

対象地においては種の出現が，入れ子構造をもつことが示された。

入れ子の順位としては，確認地点数が多い順に，アブラゼミ，ミ

ンミンゼミ，ニイニイゼミ，ツクツクボウシ，クマゼミとなった。

確認した種数ごとの地点数をみると，4種の確認は13地点，3種

の確認は16地点，2種の確認は11地点，1種の確認は7地点で

あった，確認がなかった地点は2地点であった（表－2）。 

（３）セミ類の生息と環境要因の関係 

GLMM の分析にあたっては，周辺の樹林地率ごとに分析し，

変数選択後のAICが最小となる最適な距離（ニイニイゼミ：周辺

200m，アブラゼミ：周辺700m，ミンミンゼミ：周辺100m，ツ

クツクボウシ：周辺1,000m）のモデルを種ごとに採用とした（表

3）。なお，ニイニイゼミについては，高木層，中木層，低木層，

草本層の植被率，リター層の被覆率，厚さ，傾斜角度の変数を含

めた場合，モデルが発散して収束しなかったため，これらの変数

を除いてモデルの検討を行った。 

統計的に有意であった環境要因を中心として，各種の生息に与

える環境要因の正負の傾向および環境要因の数値の変動範囲（表

－3）とあわせて，各種で確認があった地点の環境条件の数値（平

均値±標準偏差）を示す。土壌の状態に関連する条件では，まず

土壌水分がニイニイゼミ（16.4±4.4%），アブラゼミ（15.3±4.6%），

ツクツクボウシ（16.3±4.6%）の 3 種に共通して有意な条件とし

て示された。土壌硬度については，ツクツクボウシ（15.5±4.7）
はアブラゼミ（17.3±5.7）やミンミンゼミ（15.8±5.3）と比べる

と柔らかい土を選好していた。 

群落の各階層構造，開空率等についてみると，アブラゼミにつ

いては中木層（12.8±14.9%），低木層（13.9±21.1%），草本層

（27.5±30.9%）の植被率，開空率（23.2±7.7%）は正に，リター

表－3 GLMMによる検討結果 

最小値 最大値 平均値 標準偏差 係数値 標準誤差 係数値 標準誤差 係数値 標準誤差 係数値 標準誤差

切片(固定効果) -4.19671 0.73737 *** -9.32843 1.65946 *** -3.97466 1.03269 *** 1.09062 2.40471
植被率 % 40.0 100.0 80.4 15.0 ― 0.03887 0.00764 *** 0.04871 0.01340 ***
群落高 m 8.0 25.0 16.7 4.0 ― 0.23801 0.03135 ***
植被率 % 0.0 60.0 12.2 14.8 ― -0.04424 0.00886 *** 0.02808 0.01423 * -0.09450 0.03178 **
群落高 m 0.0 5.0 1.8 1.8 ― 0.23509 0.14637
植被率 % 0.0 90.0 15.2 23.4 ― -0.02964 0.00460 *** -0.06185 0.01301 ***
群落高 m 0.0 1.5 0.7 0.6 ― 1.07500 0.12687 *** 1.46260 0.29702 *** 1.71610 0.45756 ***
植被率 % 0.0 100.0 28.3 32.0 ― -0.00763 0.00332 * 0.02822 0.00603 ***
群落高 m 0.0 1.1 0.2 0.2 ― 2.92764 0.55181 *** -2.20941 1.52722

高中木層の平均胸高直径 cm 5.9 82.0 30.7 16.9 -0.02144 0.00527 *** -0.05576 0.01212 *** -0.06801 0.02845 *
傾斜 ° 0.0 36.0 7.2 11.1 ― -0.02481 0.00709 ***

被覆率 % 5.0 100.0 51.2 32.0 ― 0.03908 0.00378 *** 0.02658 0.00946 ** 0.01689 0.01129
厚さ m 0.5 10.0 2.1 2.1 ― -0.97069 0.11413 *** -0.49831 0.26515

開空率 % 7.5 47.8 23.0 7.5 0.07293 0.02470 **
土壌硬度平均 5.3 27.4 17.2 5.6 0.08290 0.02248 *** 0.09546 0.04167 * -0.15521 0.06710 *
土壌水分平均 % 5.8 23.8 15.3 4.6 0.20281 0.02317 *** 0.33161 0.02897 *** 0.32884 0.09477 ***

50m % 8.2 99.4 48.7 25.6 (―) (―) (―) (―)
100m % 2.7 95.9 37.7 23.7 (―) (―) -0.03874 0.00928 *** (―)
200m % 0.7 86.9 29.4 20.7 0.03756 0.00588 *** (―) (―) (―)
300m % 0.5 84.1 24.7 17.8 (―) (―) (―) (―)
400m % 0.7 81.4 22.2 16.5 (―) (―) (―) (―)
500m % 1.4 75.8 20.5 15.5 (―) (―) (―) (―)
600m % 3.3 67.1 18.7 13.6 (―) (―) (―) (―)
700m % 3.8 57.8 17.3 11.8 (―) -0.15823 0.03002 *** (―) (―)
800m % 4.2 49.5 16.4 10.2 (―) (―) (―) (―)
900m % 5.4 42.4 15.6 8.9 (―) (―) (―) (―)
1,000m % 6.0 35.4 15.0 7.7 (―) (―) (―) -0.18002 0.08625 *

樹林地のパッチサイズ ha 0.0 95.9 11.1 26.4 0.07435 0.01715 *** 0.06501 0.01600 *** 0.04731 0.02831
経過年数(造成5年以内） 0.0 1.0 0.0 0.2 -12.96781 228.68796 -3.98193 2.79173 -16.19085 392.28239

逸脱度 442 216 135 61
帰無モデルの逸脱度 1438 1438 529 146
説明率 69 85 75 58
AIC 454 254 157 87

注） -:モデルの検討に含めなかった変数をあらわす。(―):最適な距離を検討して含めなかった変数 *：p<0.05，**：p<0.01，***：p<0.001　 説明率 = (帰無モデルの逸脱度 - モデルの逸脱度) / 帰無モデルの逸脱度 × 100 
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の厚さ（51.3±31.6%）が負に影響することが示された。一方，ミ

ンミンゼミは低木層の植被率（13.2±18.3%）が負の影響となる点

はアブラゼミと共通しつつも，中木層（15.0±15.2%），草本層

（27.1±28.5%）の植被率が正の影響を与える点が異なっていた。

ツクツクボウシについては，中木層の植被率（10.8±12.2%）は負

の影響となった。なお，高中木層の胸高直径の平均は，アブラゼ

ミ（30.2±17.0cm），ミンミンゼミ（25.9±13.7cm），ツクツクボ

ウシ（25.6±11.8cm）の3種とも負の影響となった。 

広域的な環境要因についてみると，周辺の樹林地率や調査した

樹林地のパッチサイズについては各種の生息との関連性が示され

た。ニイニイゼミでは，コドラート周辺 200ｍ範囲内の樹林地率

（30.8±20.9%）およびパッチサイズ（10.8±25.1ha）は正の影響

を与えていた。一方，周辺の樹林地率はアブラゼミ（17.4±11.9%），

ミンミンゼミ（34.2±21.4%），ツクツクボウシ（14.4±8.5%）に

対しては逆に負の影響を与えていた。ただし，樹林地のパッチサ

イズについては，アブラゼミ（11.5±26.9ha），ツクツクボウシ

（16.3±29.6ha）とも正の影響を与えていた。 

 

４．考察 

（１）セミ類の出現状況 

本調査で6種類のセミ類の生息が把握され，これは東京都の23
区内の生息種 7), 15), 16)の全てが確認されたことになる。ただし，

ヒグラシはコドラート周辺での鳴き声の確認のみとなったのは，

本種は 23 区内では絶滅危惧種に指定されており 13)，その生息密

度の低さが今回の抜け殻確認に至らなかった理由と推察される。 

抜け殻の確認数と，種の出現状況の解析では，各種の出現地点

数の順に入れ子構造となっていることが明らかとなった。これは，

都市化の進行に伴いセミ類の種類構成が単純化し，アブラゼミが

圧倒的に優占する多様性に乏しい構成になるという指摘 4)を支持

する結果が示された。 

（２）セミ類の生息を規定する環境要因について 

土壌の状態に関連する条件では，まず土壌水分がニイニイゼミ，

アブラゼミ，ツクツクボウシの3種に共通して生息に重要な環境

要因であると考えられた。セミ類は枯れ枝などに産卵を行い，孵

化した幼虫は地面に落下してから土中に潜るという生態をもつと

される 6)。既往の研究では，クマゼミの孵化後の一齢幼虫にとっ

て地表面の湿度が生存率を左右する重要な要因であることが明ら

かにされている 9)。クマゼミ以外の種についての地表面の湿度に

対する生理的な応答は明らかではないが，本結果を鑑みると同様

に水分条件が高いことが重要な要因となっている可能性がある。

また，土壌硬度については，ツクツクボウシはアブラゼミやミン

ミンゼミと比較すると，あまり人の入らない踏圧強度の低い樹林

を選好する傾向があることが示された。 

群落の各階層構造，開空率等の結果からは，アブラゼミが樹木

の点在する開けた環境で高密度に発生し，市街地で多く発生する

との指摘 2)を支持する結果となった。一方，ミンミンゼミは公園

等に植栽された樹木の生長により本種は首都圏では近年増加傾向

にあるとの指摘 7)にもあるよう，アブラゼミと比べると林内の植

被率がより高くなるような環境を選好している可能性がある。ツ

クツクボウシについては林内は開けた環境を選好していることが

示唆された。なお，高中木層の胸高直径の平均は，アブラゼミ，

ミンミンゼミ，ツクツクボウシの3種とも負の影響を与える明確

な理由については把握できなかった。 

ニイニイゼミでは，樹林地率およびパッチサイズが正の影響を

与えていた理由としては，一般的には樹林地の細分化はエッジ効

果による林内の乾燥化や捕食圧を受けやすくなることが指摘され

る。ニイニイゼミは土壌の乾燥化による減少も指摘されているこ

とからも 6)，本結果はエッジからの影響を受けにくい面積が大き

い樹林地の存在が生息に重要であることを示唆するものである。

アブラゼミ，ミンミンゼミ，ツクツクボウシについては周辺の樹

林地率は逆に負の影響を与えていたことからは，これらの種にと

って必ずしも周辺に存在する樹林地の面積が重要な要件ではない

ことが示された。ただし，形状としては細分化された樹林地より

も一連のまとまりとなった樹林地を選好している可能性があるも

のと考えられた。樹林地の形状は成虫期における外敵からの捕食

圧 12)の影響などとも関連があると推測される。 

 

５．まとめ 

都市域を対象として抜け殻によるセミ類の生息状況と，その生

息を規定する環境要因を定量的に把握した。その結果，セミ類の

種構成には入れ子構造が認められ，都市化の程度や緑地の管理状

況に応じて種構成が単純化し，アブラゼミが最後まで残ることが

明らかになった。また，一部の種では樹林地のパッチサイズや樹

林地の水分条件，土壌硬度が規定要因になる等，種毎に異なる生

息環境に対する要求を示すことを明らかにした。 

セミ類の種組成は入れ子構造を示すことから，本研究で確認さ

れたすべての種が出現する樹林地の保全を目指すことが，対象地

においてセミ類の多様性を維持していく上では重要である。ニイ

ニイゼミに対しては広域的には周辺の樹林地率を高め，形状とし

て連続した樹林地を配置することは有効である。一方，それ以外

の種に対しては周辺の樹林地率にかかわらず，詳細なスケールで

植生構造や土壌の条件に配慮していくことが重要である。具体的

には植生の階層構造を維持すること，また土壌への過度な踏圧や

乾燥化を防ぐような対策などが有効と考えられる。 

都市域の生物多様性保全において，セミ類など聴覚を通じた生

き物の賑わいを感じさせる生物の存在は重要である。今後，地域

の自然環境の保全・修復の計画指標としての活用が期待される。 
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